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Ⅰ. はじめに 

1. 研究背景 

我が国は人口の深刻な高齢化に伴い，認知症患者数が著しく増加している．その人口は 2012

年時点で 462 万人に達し，2025 年には推計 700 万人に達すると報告されている 1)．今後の人口

動態および認知症の人を取り囲む社会を考慮すると，医療福祉領域だけでなく多領域の若者が

認知症の人への理解を有することは喫緊の課題である．そしてその教育的介入に向け，現代の若

者が認知症の人をどのように捉えているのかおよびその関連要因を明らかにすることは意義深いと

いえる． 

 

2. 研究の目的 

本研究では，非医療福祉系専攻の大学生を対象とし，認知症の人への態度と先に関連性が報

告されている認知症の人との交流，認知症に関する知識，マスメディアによる認知症に関する情報

に触れる頻度，エイジズムを用いモデルを構築し，その妥当性の検討を行った． 

  

Ⅱ. 方 法 

1． 調査対象者と調査方法 

 東京都内の A 大学の非医療福祉系（医療，福祉，心理関連を除く）の講義を受講する大学生を

対象とし，医療福祉系専攻および関連ゼミナールに所属する学生，留学生は分析段階で除外す

る．調査はアンケートを用いた自記式調査を実施し，対象者に研究の趣旨を書面・口頭で説明し

協力を依頼し，その上でアンケートを配布した．アンケートの配布・回収期間は，平成 29 年 9 月 27

日～10 月 9 日だった．本研究は桜美林大学研究倫理委員会の承認（No.17020）を得て実施し

た． 

 

2. 調査内容 

調査内容は認知症の人への態度，エイジズム，認知症に関する知識，認知症に関するマスメディ

アの情報との接触頻度，認知症の人との交流経験，基本属性である．  

 

3.統計解析 

 以下の項目をIBM SPSS statistics 24.0および AMOS 24.0 を用いて行った． 

（1）各項目の信頼性をCronbachのα係数を算出し検討． 

（2）各変数間の相関関係を Pearson の相関係数から検討． 

（3）モデルの適合度の検討 

（4）ブートストラップ分析により間接効果における有意性の検証． 

 

Ⅲ. 結果および考察 

 調査対象者 328 名から回収できたアンケート 243 通（回収率 74.1％）から，医療福祉系専攻の

学生 1名，留学生 48名，欠損値が著しく目立つ3通を除外した計 191名について分析を行った． 

 モデルの適合度およびパスの有意確立を参考に、モデルの修正を行い最適モデルの構築をし

た（図 1）．本研究から総じて次の 3 点の知見が得られた．1 点目にメディアによる認知症に関する

情報に触れる頻度が高い大学生は認知症に関する知識が高く，認知症の人への受容的態度を
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有する．しかし知識内容および報道内容に起因する可能性が高いため、今後その内容の検討が

求められる．2 点目に認知症の人との交流経験を有する大学生は認知症に関する知識が高く，認

知症の人への受容的態度を有する．交流の内容としては会話や世話をした経験が最も強い関連

性を示しており、今後非医療福祉系専攻の学生においても認知症の人との親密な交流を可能と

する機会の設定が求められる．3 点目に認知症に関する知識を有することがエイジズムの軽減に

つながる．とりわけ認知症に関する知識が，高齢者との接触を回避する態度および高齢者の排除

を支持する嫌悪・差別の態度の変容に効果が期待できることが示された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅴ.おわりに 

 本研究の限界と課題は次の 4 点である．第１に，本研究対象は 1校の大学の学生に限られてい

る．したがって本研究結果を一般化するには更なる検討が必要である．第 2 に，本研究は横断研

究であり，態度との因果関係については言及できない．今後さらに多くの要因を調整した縦断的

検討が求められる．第 3 に，本研究では注目した関連要因の細部への追及が不十分である．マス

メディアの報道に関しては，頻度のみでなく，報道の内容およびそれに対する態度を明らかにする

必要がある．認知症の人との交流経験に関しては，交流の状況およびその機会への態度を明らか

にする必要がある．第 4 に社会的望ましさによる影響を考慮する必要がある． 
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